
１
．
科
目
構
成
の
変
更

　

国
語
で
は
必
修
科
目
・
選
択
科
目
と
も
に
大
規
模
な

科
目
構
成
の
改
編
が
行
わ
れ
ま
す
（
図
１
）。
特
に
必

修
科
目
と
し
て
は
、
平
成
十
一
年
告
示
の
旧
課
程
か
ら

設
け
ら
れ
て
き
た
「
国
語
総
合
」
が
な
く
な
り
、「
現

代
の
国
語
」「
言
語
文
化
」
の
二
科
目
が
新
た
に
設
け

ら
れ
ま
す
。

　
　
高
等
学
校
新
学
習
指
導
要
領
　
国
語
に
つ
い
て

２
．
本
文
構
成
の
変
更

　

各
科
目
の
学
習
指
導
要
領
本
文
に
お
い
て
は
、
文
部

科
学
省
の
提
唱
す
る
「
資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
」
に

沿
う
形
で
、
本
文
構
成
が
変
更
さ
れ
ま
す
（
図
２
）。

現
行
の
国
語
総
合
で
〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の

特
質
に
関
す
る
事
項
〕
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
指
導

事
項
は
、
必
修
科
目
の
〔
知
識
及
び
技
能
〕
の
下
に
対

応
す
る
項
目
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

国語総合
⑷

国語表現
⑶

現代文Ａ
⑵

現代文B
⑷

古典Ａ
⑵

古典B
⑷

現行

現代の国語
⑵

言語文化
⑵

論理国語
⑷

文学国語
⑷

国語表現
⑷

古典探究
⑷

改訂

・太枠は必修科目
・（　）内は標準単位数

図１　科目構成の変更

現行（国語総合）
１目標
２内容
　　話すこと・聞くこと
　　書くこと
　　読むこと
　　〔伝統的な言語文化と
　　 国語の特質に関する事項〕
３内容の取扱い

改訂
１目標
２内容
　　〔知識及び技能〕
　　〔思考力、判断力、表現力等〕
　　　　話すこと・聞くこと
　　　　書くこと
　　　　読むこと
３内容の取扱い

図２　各科目の本文構成の変更　「資質・能力の三つの柱」は、育成すべき資質・
能力として「①知識及び技能」「②思考力、判断力、表現力」「③学びに向かう力、
人間性等」を挙げる考え方。各科目で学習される「内容」は、このうち①・②に
沿った形で示される。「内容」以下、各科目に対応する学習領域は図３参照。
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扱
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
国
語
総
合
で
は
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」

「
書
く
こ
と
」
に
つ
い
て
、
配
当
時
間
の
目
安
が
示
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
改
訂
で
は
、
古
典
探
究
以
外

の
各
科
目
に
つ
い
て
、「
読
む
こ
と
」
も
含
め
た
配
当

時
数
の
目
安
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
４
）。

４
．
言
語
文
化

　
「
言
語
文
化
」
は
「
我
が
国
の
言
語
文
化
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
」
こ
と
な
ど
を
目
標
と
し
て
掲
げ
た
、

二
単
位
の
必
修
科
目
で
す
。
国
語
総
合
の
「
書
く
こ

と
」「
読
む
こ
と
」
及
び
〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国

語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕
の
領
域
か
ら
多
く
の
内
容

を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

　
「
読
む
こ
と
」
の
教
材
と
し
て
は
、「
古
典
及
び
近
代

以
降
の
文
章
」
を
扱
う
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

古
典
教
材
に
関
し
て
は
、
従
来
の
国
語
総
合
と
同
様
に
、

「
関
連
す
る
近
代
以
降
の
文
章
」
を
取
り
上
げ
る
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、「
日
本
漢
文
、
近
代
以

降
の
文
語
文
や
漢
詩
文
な
ど
を
含
め
る
」
と
い
う
留
意

事
項
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
日
本
漢
文
は
、
国
語
総

合
の
学
習
指
導
要
領
に
は
言
及
が
な
く
、
従
来
は
古
典

Ａ
・
古
典
Ｂ
で
扱
わ
れ
て
い
た
内
容
で
あ
る
た
め
、
今

回
の
改
訂
か
ら
必
修
科
目
の
内
容
と
し
て
扱
わ
れ
る
形

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
教
材
と
し
て
必
要
に
応
じ
て

「
伝
承
や
伝
統
芸
能
な
ど
に
関
す
る
音
声
や
画
像
の
資

料
」
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

３
．
現
代
の
国
語

　
「
現
代
の
国
語
」
は
「
実
社
会
に
必
要
な
国
語
の
知

識
や
技
能
」
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
目
標
と
し
て

掲
げ
た
、
二
単
位
の
必
修
科
目
で
す
。
国
語
総
合
の

「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」
の
領
域
か
ら

多
く
の
内
容
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
が
、
次
の
よ
う
に
、

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
趣
旨
を
踏
ま
え
る
形
で
、
従
来

よ
り
も
き
め
細
か
く
指
導
事
項
や
言
語
活
動
例
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。（
傍
線
部
は
本
欄
に
よ
る
）

現
代
の
国
語 

２　

内
容
／
Ｂ　

書
く
こ
と
／
⑴

ウ 　

自
分
の
考
え
や
事
柄
が
的
確
に
伝
わ
る
よ
う
、

根
拠
の
示
し
方
や
説
明
の
仕
方
を
考
え
る
と
と
も

に
、
文
章
の
種
類
や
、
文
体
、
語
句
な
ど
の
表
現

の
仕
方
を
工
夫
す
る
こ
と
。

国
語
総
合  

２　

内
容
／
Ｂ　

書
く
こ
と
／
⑴

ウ 　

対
象
を
的
確
に
説
明
し
た
り
描
写
し
た
り
す
る

な
ど
、
適
切
な
表
現
の
仕
方
を
考
え
て
書
く
こ
と
。

　
「
読
む
こ
と
」
の
教
材
と
し
て
は
、「
現
代
の
社
会
生

活
に
必
要
と
さ
れ
る
論
理
的
な
文
章
及
び
実
用
的
な
文

章
」
を
扱
う
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
言
語
活
動
例
と

し
て「
異
な
る
形
式
で
書
か
れ
た
複
数
の
文
章
や
、図
表

等
を
伴
う
文
章
」
を
読
む
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の

で
、
教
材
と
し
て
は
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト（
↓
p. 

8
）

に
出
題
さ
れ
る
よ
う
な
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
文
章
を

科目 話聞 書 読
現代の国語 ○ ○ ○
言語文化 ○ ○
論理国語 ○ ○
文学国語 ○ ○
国語表現 ○ ○
古典探究 ○

話聞…話すこと・聞くこと
書…書くこと
読…読むこと

図３　学習領域の対応表

図４　配当時数の目安

改
訂

科目 話すこと・
聞くこと 書くこと 読むこと 総時数

現代の国語 20～30 30～40 10～20 70

言語文化 ５～10 40～45（古典）
20（近代以降） 70

論理国語 50～60 80～90 140
文学国語 30～40 100～110 140
国語表現 40～50 90～100 140

現
行

科目 話すこと・
聞くこと 書くこと 読むこと 総時数

国語総合 15～25 30～40 ― 140
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や
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
」
す
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
指
導
事
項
や
言
語
活
動
例
に
手
が
加
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

教
材
と
し
て
は
、
従
来
扱
わ
れ
て
い
る
「
古
典
と
し

て
の
古
文
及
び
漢
文
」
に
加
え
て
、「
論
理
的
に
考
え

る
力
を
伸
ば
す
よ
う
、
古
典
に
お
け
る
論
理
的
な
文
章

を
取
り
上
げ
る
」
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

９
．
各
科
目
に
共
通
す
る
事
項

　

各
科
目
で
は
一
貫
し
て
、
読
書
に
親
し
む
こ
と
が
目

標
あ
る
い
は
指
導
事
項
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

各
科
目
共
通 

１　

目
標
／
⑶

　

 　

言
葉
が
も
つ
価
値
へ
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も

に
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
読
書
に
親
し
み
自
己
を
向

上
さ
せ
、
我
が
国
の
言
語
文
化
の
担
い
手
と
し
て

の
自
覚
を
深
め
、
言
葉
を
通
し
て
他
者
や
社
会
に

関
わ
ろ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

※ 

古
典
探
究
の
み
、「
読
書
に
親
し
み
」
の
部
分
を

「
古
典
に
親
し
み
」
と
す
る
。

　

読
書
に
よ
っ
て
人
生
を
豊
か
に
す
る
こ
と
は
、「
資

質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
」
の
う
ち
「
学
び
に
向
か
う

力
・
人
間
性
等
」
と
関
連
し
て
、
今
般
の
教
育
改
革
で

一
貫
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
要
素
で
す
。
国
語
科
の
学

習
が
生
涯
に
わ
た
る
読
書
活
動
に
結
び
つ
く
よ
う
、
各

科
目
で
繰
り
返
し
、
読
書
に
関
す
る
事
項
が
記
載
さ
れ

て
い
る
と
見
て
よ
い
で
し
ょ
う
。 （
数
研
出
版
編
集
部
）

学
的
な
文
章
」
を
扱
う
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
「
翻
訳
の
文
章
、
古
典
に
お
け
る
文
学

的
な
文
章
、
近
代
以
降
の
文
語
文
、
演
劇
や
映
画
の
作

品
及
び
文
学
な
ど
に
つ
い
て
の
評
論
文
な
ど
」
を
用
い

る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

７
．
国
語
表
現

　
「
国
語
表
現
」
は
「
実
社
会
に
必
要
な
国
語
の
知
識

や
技
能
」「
論
理
的
に
考
え
る
力
や
深
く
共
感
し
た
り

豊
か
に
想
像
し
た
り
す
る
力
」
な
ど
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
掲
げ
た
、
四
単
位
の
選
択
科
目
で
す
。

現
行
の
「
国
語
表
現
」
の
後
継
と
な
る
科
目
で
す
が
、

「
実
社
会
に
必
要
な
知
識
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
指
導

事
項
や
言
語
活
動
例
に
手
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、
言
語
活
動
例
と
し
て
新
た
に
挙
げ
ら
れ
て
い

る
「
異
な
る
世
代
の
人
や
初
対
面
の
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
」「
実
務
的
な
手
紙
や
電
子
メ
ー
ル
を
書
く
」
と

い
っ
た
活
動
は
、「
実
社
会
に
必
要
な
知
識
」
を
意
識

し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

８
．
古
典
探
究

　
「
古
典
探
究
」
は
「
先
人
の
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、

考
え
方
と
の
関
わ
り
の
中
で
伝
え
合
う
力
を
高
め
」
る

こ
と
な
ど
を
目
標
と
し
て
掲
げ
た
、
四
単
位
の
選
択
科

目
で
す
。
お
お
む
ね
現
行
の
「
古
典
Ｂ
」
を
承
け
た
内

容
で
す
が
、
古
典
の
内
容
を
踏
ま
え
て
「
自
分
の
思
い

５
．
論
理
国
語

　
「
論
理
国
語
」
は
「
実
社
会
に
必
要
な
国
語
の
知
識

や
技
能
」「
論
理
的
、
批
判
的
に
考
え
る
力
」
な
ど
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
掲
げ
た
、
四
単
位
の
選

択
科
目
で
す
。
現
代
文
Ａ
・
現
代
文
Ｂ
か
ら
内
容
を
受

け
継
い
で
い
る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、「
文
章
に
含
ま

れ
て
い
る
情
報
の
扱
い
方
」
に
関
す
る
指
導
事
項
や
、

「
書
く
こ
と
」
に
関
す
る
指
導
事
項
・
言
語
活
動
例
が

増
補
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
読
む
こ
と
」
の
教
材
と
し
て
は
「
近
代
以
降
の
論

理
的
な
文
章
及
び
現
代
の
社
会
生
活
に
必
要
と
さ
れ
る

実
用
的
な
文
章
」
を
扱
う
も
の
と
さ
れ
、「
現
代
の
国

語
」
を
承
け
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
必
要

に
応
じ
て
「
翻
訳
の
文
章
や
古
典
に
お
け
る
論
理
的
な

文
章
」
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

６
．
文
学
国
語

　
「
文
学
国
語
」
は
「
生
涯
に
わ
た
る
社
会
生
活
に
必

要
な
国
語
の
知
識
や
技
能
」「
深
く
共
感
し
た
り
豊
か

に
想
像
し
た
り
す
る
力
」
な
ど
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
掲
げ
た
、
四
単
位
の
選
択
科
目
で
す
。
現
代

文
Ａ
・
現
代
文
Ｂ
か
ら
内
容
を
受
け
継
い
で
い
る
部
分

も
あ
り
ま
す
が
、「
書
く
こ
と
」
に
関
す
る
指
導
事

項
・
言
語
活
動
例
が
増
補
さ
れ
、「
文
学
的
な
文
章
を

書
く
」
こ
と
が
指
導
事
項
と
し
て
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
読
む
こ
と
」
の
教
材
と
し
て
は
「
近
代
以
降
の
文
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